












おり，結晶粒を微細化することによって，耐力・引張強さ・
伸び・疲労強度が大きく改善できることから，高Mn鋼
鋳塊に凝固組織予測シミュレーションを適用し，鋳込み
温度変化に対する鋳造組織の微細化条件を検討した。
　計算対象とした高Mn鋼鋳塊の形状を図22に示す。鋳
塊は 2次元軸対称となっている。また高Mn鋼の化学組
成は表 4のとおりである。
　前述のとおり凝固組織予測では，凝固パラメータを決
定する必要がある。そこで鋳造温度を変化させた鋳造実
験を行うと同時に，核生成と粒成長計算は頻度関数の凝
固パラメータのみを変化させたシミュレーションを行
い，凝固パラメータを a1＝1.5，n1＝100，a2＝3，n2＝1
に決定した。
　次に，決定した凝固パラメータを用いて，高Mn鋼の
凝固組織の微細化条件を検討した。凝固組織が等軸晶か
ら柱状晶へ遷移する鋳造温度を調べるため，鋳造温度 T1
と鋳造温度 T2（鋳造温度 T1 ＜鋳造温度 T2）の場合につ
いてシミュレーションを行い，その結果を図 23に示し
た。鋳造温度 T1 以下では等軸晶が生成しているが，鋳
造温度 T2以上では柱状晶となっていることがわかる。こ
の結果から，今回の鋳造条件で高Mn鋼の微細化組織を

得るには，T1 ?爆ロ隘ø


